
■軽量混合処理土の施工②■ 平成2１年１０月７日

前回紹介した『軽量混合処理土（SGM）』について最近の現場状況を

 

お伝えします。

 

５月の施工開始以来、順調に作業が進み、約８割の打設が完了しており

 

ます。（高さにして約１１ｍの打設が完了。接続部護岸の天端付近まで上

 

がってきました。）

 

前回紹介した『軽量混合処理土（SGM）』について最近の現場状況を

 

お伝えします。
５月の施工開始以来、順調に作業が進み、約８割の打設が完了しており

 

ます。（高さにして約１１ｍの打設が完了。接続部護岸の天端付近まで上
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軽量混合処理土範囲

■現場日記■

 

第５３号

 

担当：満山

埋立部 桟橋部

接続部 連誘部

環境 その他

工種名：軽量混合処理土工

埋立部桟橋部

現空港側

羽田再拡張

 

Ｄ滑走路建設工事共同企業体
提供（H21.6.23撮影）

▼Ｄ滑走路展望台には、ＳＧＭ、管中混合
固化処理土、コンクリート、山砂の比重の違い
を確認できるよう供試体を展示しています。
是非、一度足を運んでみて下さい！

▼展望台へのアクセス方法はこちら
Ｈ21.6月撮影(展望台展示ﾌﾞｰｽ)

【羽田再拡張

 

D滑走路建設工事共同企業体

 

提供】8/25

築堤工

基礎捨石工

▼東京湾平均海面　A.P± 0

管中混合固化処理土工

覆土

被覆石工

消波ﾌﾞﾛｯｸ工

上部ﾌﾞﾛｯｸ工

滑走路（堤内側）→←海上（堤外側）

軽量混合処理土工
約13.6m

【羽田再拡張

 

D滑走路建設工事共同企業体

 

提供】8/25

軽量混合処理土施工範囲

埋立部断面図（軽量混合処理土）

軽量混合

 

処理土は、

 

この灰色

 

で見えて

 

いる部分

 

です。

打設用ｸﾚｰﾝ

接続部と埋立部の境界付近を撮影
（１０月２日

 

雨天）

型枠

ＳＧＭ

接続部護岸

至桟橋部至埋立部

写真は、ＳＧＭ用の型

 

枠。この型枠の高さは

 

１枚約２ｍ程度の高さ

 

があります。

▼接続部背面の天端付近まで打設が完了。

 

※沈下を考慮し、型枠付近まで打設します。

 

▼接続部背面の天端付近まで打設が完了。

 

※沈下を考慮し、型枠付近まで打設します。

軽量混合処理土－現在の状況
（１０月２日

 

雨天）

ＳＧＭ

護岸の法面は、ピラミット形状を模した用

 

に施工していきます。

軽量混合処理土－現在の打設状況
（１０月２日

 

雨天）
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